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概要

このドキュメントは、イーサネット接続を使用して、サードパーティのマイクとスピーカーを Cisco コ
ラボレーション デバイスに接続する方法を説明するセットアップ ガイドです。 音声転送用のイーサネ
ットを有効にするために、サポートされている Cisco デバイスは、Audio Engineering Society によって
開発された AES67 標準を実装しています。 これは以前競合していたネットワーク音声システム間の相
互運用性を提供するように設計されています。 採用企業には Dante1 と Ravenna2 があります。

ネットワーク音声を Cisco コラボレーションデバイスに接続するための現在のソリューション
は、USB またはアナログ接続へのブリッジとして別のデバイスを使用しています。 イーサネット接
続を直接使用することで、ケーブル配線が簡素化され、外部 DSP またはコンバーターなどの追加機
器の必要性を排除できます。

典型的な使用例は中規模から大規模のミーティングルームに設置されたシーリングマイクです。 マイ
クが AES67 を使用した音声転送をサポートしている場合、Cisco デバイスに直接接続できます。 

1	 https://dev.audinate.com/GA/dante-controller/userguide/webhelp/content/aes67_config.htm
2	 https://www.ravenna-network.com/aes67-practical-guide/
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範囲 

このガイドでは、AES67 標準をサポートするサードパーティの音声周辺機器を接続する方法、およ
び Cisco コラボレーション デバイスで AES67 ストリームをサブスクライブしてセットアップする
方法について説明します。 

例を除き、ベンダーと実装によって異なるため、必要な手順の高レベルの説明以外の周辺機器のセ
ットアップ方法については説明していません。 これらの手順を実行する方法の詳細については、ベ
ンダーが提供するドキュメントを参照してください。

サポートされているデバイス

•	 Cisco Codec EQ（AVIntegrator オプションキー付き）

•	 Cisco Room Bar Pro（AVIntegrator オプションキー付き）

•	 Cisco Codec Pro3

•	 Cisco Board Pro (AVIntegrator オプションキーあり)

•	 Cisco Board Pro G2 (AVIntegrator オプションキー付き)

サポートされているストリーム数
Device 入力 出力4

コーデック EQ 8 4
Room Bar Pro 8 4
Codec Pro 8 4

Board Pro 8 4

Board Pro G2 8 4

入力ストリームは最大 8 個のチャンネルをサポートします。 エコーキャンセルが Cisco デバイス
で実行される場合、合計 8 チャネルまでの制限があります。 

出力ストリームは 2 チャンネルまでサポートします。

Codec EQ、Codec Pro、Room Bar Pro:
•	 最小要件のソフトウェア バージョンは RoomOS 11.8 です。

Board Pro および Board Pro G2:
•	 最小要件のソフトウェア バージョンは RoomOS 11.18 です。

3	 ハードウェアの制限により、Cisco Codec Pro は PTP timeReceiver のロールをサポートしていません。 このよう
に、Codec Pro が使用される場合、ネットワーク上の PTP timeTransmitter である必要があります。

4	 最初の出力ストリームは、当分の間、Cisco 周辺機器用に予約されています。 Cisco DNAM IV アンプを備えたデバイスの
場合、2 番目のストリームも予約されています。
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ネットワークのセットアップ

コラボレーション デバイスは、ローカル ネットワークで AES67 のみをサポートします。 これは
セキュリティ対策であり、信頼性を確保するためでもあります。 この方法の限界は、ローカルネッ
トワークに接続するために、デバイスへの物理的なアクセスが必要であることです。

もう 1 つの制限は、Cisco コラボレーション デバイスがローカル ネットワーク上の任意のデバイ
スに対して IP アドレスをプロビジョニングしないことです。 このため、このネットワーク上のす
べての周辺機器は、接続する前に静的 IP アドレスを設定する必要があります。 利用できるアドレ
スは 169.254.1.[225-254] です。

必要に応じて、Cisco デバイスのローカルネットワークポートの数は、ネットワークスイッチで拡
張できます。 Cisco は CBS350、CBS250、および C1200 シリーズのスイッチの使用を推奨しま
す。これらは Cisco デバイスによって認識され、IP アドレスが割り当てられるからです。 他のス
イッチを使用することも可能ですが、静的アドレスを割り当てる必要があり、次の機能をサポート
している必要があります。
•	 Quality of Service（QoS） 

•	 802.3 Energy Efficiency Ethernet（EEE）を無効にする可能性 

•	 周辺機器で PoE 機能が必要な場合

ほとんどの Dante デバイスを含む一部の周辺機器には 2 つ以上のネットワークインターフェイスが
あり、1 つはメディア用、もう 1 つは管理とコントロール用に予約されています。 その場合、2 つ
のインタフェースを異なる (V)LAN に接続して、ローカルネットワーク上のメディアトラフィック
を維持しながら、リモート管理とコントロールを可能にすることができます。 このアプローチの実
際的およびセキュリティへの影響は、インストーラが評価する必要があります。
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周辺機器のセットアップ

メモ：周辺機器をコラボレーション デバイスに接続する前に、静的 IP アドレスを割り当てる必要
があります。

周辺機器設定を送信する

このセクションでは、マイクなど、音声を送信する AES67 対応周辺機器に必要な構成について説
明します。 

ストリームを設定する

周辺機器が AES67 にセットアップされていることを確認します。 Dante デバイスの場合、これは 
Dante Controller のデバイスメニューで行います。 また、希望のチャンネルで AES67 ストリーム
をセットアップする必要があります。

周辺機器からのストリームを識別するには、名前を付ける必要があります。 多くの周辺機器では、
ユニット自体に名前を付けることができ、その後、そのストリームに名前が付けられます。 この名
前は SDP で通知され、検出時に Cisco デバイスで利用できるようになります。

静的 IP アドレス

周辺機器には 169.254.1.[225-254] の範囲の静的 IP アドレスが割り当てられます。 ゲートウェイ
アドレスは 169.254.1.1 で、サブネットマスクは 255.255.0.0 です。 周辺機器に複数のネットワ
ーク インターフェイスがある場合、Cisco デバイスのローカル ネットワークに接続されるすべての
インターフェイスには、個別の静的 IP アドレスが必要です。

受信周辺機器を設定する

静的 IP アドレスは、データを受信する周辺機器にも必要です。 それ以外の場合は、次の手順に従
ってコラボレーションデバイスから発信ストリームをセットアップします。 その後、周辺機器のベ
ンダーが提供する AES67 ストリームのサブスクライブ方法に従います。
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Cisco コラボレーション端末のセットアップ

この時点で、周辺機器を Cisco デバイスに接続できます。

用語

イーサネットコネクタ::これは これは CiscoCisco デバイスまたはスイッチの物理的なイーサネットポートと混 デバイスまたはスイッチの物理的なイーサネットポートと混
同しないようにします。 Cisco デバイスは、指定された数の着信および発信音声ストリームをサポ
ートします。 API では、これらには「コネクタ」と呼ばれる事前に割り当てられたスロットがあり
ます。 それらにはタイプ、方向、およびインデックスがあります。 マルチチャンネル ストリーム
の場合、サブインデックスもあります。 AES67 ストリームの場合、タイプは「イーサネット」で
す。インデックスは、下記の 登録 コマンドを使用して指定できます。

暗号化されていないメディアトラフィックを許可する

ビデオ デバイスはデフォルトで暗号化メディアのみ許可します。 AES67 標準ではこれはサポート
されていないため、暗号化されていない音声ストリームは明示的に許可する必要があります。 これ
を行うには、次の項目を設定します。

xConfiguration Audio Ethernet Encryption: Optional

通知済みのストリームを検出する

Cisco コラボレーションは、SAP を使用した検出をサポートしています。 周辺機器によって通知さ
れたストリームを検出するには、次を設定します:

xConfiguration Audio Ethernet SAPDiscovery Mode: On

デフォルトのアドレスは 239.255.255.255 です。これは、239.xxx.xxx.xxx が AES67 標準のマル
チキャストに使用される範囲であるためです。 デバイスが別のアドレスで通知する場合、次の設定
で変更できます。

xConfiguration Audio Ethernet SAPDiscovery Address

検出されたストリームは列挙され、次の場所で表示されます。
xStatus Audio Input Ethernet DiscoveredStream

検出されたストリームは次のようにレポートされます。
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream <DiscoveryIndex> Channels: <channels>
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream <DiscoveryIndex> MediaIP: "239.xxx.xxx.xxx"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream <DiscoveryIndex> Name: <Stream name>
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream <DiscoveryIndex> OriginIP: "169.254.1.2xx"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream <DiscoveryIndex> Status: "Valid offer"
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検出されたストリームに接続する

検出されたストリームから音声を受信するには、利用可能なイーサネットコネクタに割り当てる必
要があります。 現在の入力コネクタの使用状況は、次の方法で確認できます。

xStatus Audio Input Connectors Ethernet

割り当ては次のコマンドで実行できます:
xCommand Audio LocalInput Ethernet Register

パラメータ ConnectorId および StreamName:
[ConnectorId] は、受信ストリームを指定するイーサネットコネクタのインデックスです（例：イ
ーサネット 1）。 この引数はオプションで、提供されない場合、最初に利用可能なコネクタが
使用されます。
[StreamName] は、以前 xStatus Audio Input Ethernet DiscoveredStream で報告されたストリーム
の名前です。

必要に応じて、次の方法でこの割り当てを取り消すことができます:
xCommand Audio LocalInput Ethernet Deregister

パラメータ [ConnectorId]、[StreamName]、[ResetConfig] のパラメータは、次を使用します。
[ConnectorId] は、リリースするイーサネットコネクタのインデックスです。
[StreamName] は、ストリームの名前です。
[ResetConfig]は、True または False を引数にとります。 True の場合、このコネクタのすべての構
成がリセットされます。 これはオプションのパラメータで、既定では False です。

メモ：[ConnectorId]  または  [ストリーム名] のみが必要です。

入力処理の設定

一部の周辺機器には DSP 機能が組み込まれており、Cisco デバイスの処理と重複または競合する可
能性があります。 どちらを使用するか決める必要があります。 通常、周辺機器の処理は、周辺機
器の使用目的に合わせて調整されるため、推奨されます。

構成する 2 つの一般的な処理ステップは、ゲインとエコー キャンセリングです。

ゲイン

接続された周辺機器の出力レベルによっては、Cisco デバイスの入力ゲインの調整が必要になる場
合があります。 スピーチの平均入力レベルの目標は -26dbFS に設定する必要があります。 これ
は、Cisco デバイスの「マイク チェック」を使用してチェックできます。-26dbFS は、スケールの
中央のすぐ上で VU メーター読み取り値に変換されます。 ゲインは、次の設定により調整できます。

xConfiguration 音声入力イーサネット <Connector Index>ゲイン

テクニカルペーパー 9

D15516.05 | © 2025 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved.



Codec Pro を使用している場合、この設定は次の名前で呼ばれます。
xConfiguration Audio Input Ethernet <Connector Index> Level

エコーのキャンセル

周辺機器がエコー キャンセリングを提供する場合、自動音声トラッキングなどの他の機能で必要に
なる可能性があるため、使用することをお勧めします。 周辺機器のエコーキャンセリングを使用す
る場合は、Cisco デバイスのエコーキャンセリングをオフにする必要があります。 これは次で設定
できます。

xConfiguration Audio Input Ethernet <Connector Index> EchoControl Mode

発信ストリームをセットアップする

ビデオ デバイスから AES67 経由で音声の送信を開始するには、発信音声ストリームを構成し、次
を使用して出力コネクタに割り当てる必要があります。

xCommand Audio LocalOutput Ethernet Register

このコマンドは次のパラメータを取ります:
[StreamName] はネットワーク上の他の AES67 端末に表示されるストリームの名前です。
[Channels] はストリームで送信するチャンネル数です。 1 つまたは 2 つのチャネルがサポートさ
れます。
[ConnectorId] は、使用するイーサネット出力コネクタのインデックスです。 このパラメータはオ
プションです。 存在しない場合、利用可能な最初のコネクタが使用されます。
メモ：Ethernet 1 は予約済みのコネクタです。 Cisco DNAM IV アンプを備えたデバイスでは、
イーサネット 2 も予約されています。
[MediaIp] は、音声伝送に使用するアドレスです。 これは有効なマルチキャストアドレスでなけ
ればなりません。
メモ：一部のデバイスには、有効と見なされるマルチキャストアドレスの指定された範囲があ
ります。 例えば、本稿執筆時点では、Dante デバイスは 239.69.xxx.xxx の範囲のアドレスを必
要とします。

必要に応じて、次を使用してこの割り当てを削除できます。
xCommand Audio LocalOutput Ethernet Deregister

ストリームは、SAP を使用して、次のアドレスで設定されたアドレスで 30 秒ごとに通知されます。
xConfiguration Audio Ethernet SAPDiscovery Address

現在アクティブなストリームとそのパラメータは次の場所に一覧表示されます:
xStatus 音声出力コネクタ イーサネット
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トラブルシューティング

全般

より複雑なネットワークアーキテクチャには、より多くの潜在的な障害箇所があります。 スイッ
チを使ったセットアップで問題が発生する場合、周辺機器を直接接続して問題が続くかを確認しま
す。 複数の周辺機器を含むセットアップでは、それらを 1 つずつ接続してみて、いつ問題が発生す
るかを確認します。

静的 IP アドレスを設定する前に、周辺機器が Cisco デバイスに接続されていた場合

Cisco デバイスから周辺機器を切断し、Cisco デバイスを再起動し、周辺機器に静的 IP アドレスを
割り当てて再接続します。

周辺機器のストリームが Cisco デバイスに表示されない場合

送信周辺機器からのストリームが xStatus Audio Input Ethernet DiscoveredStream に表示されない場合、周
辺機器が AES67 ストリームを送信するように設定されていることを確認します。 また、xConfiguration 
Audio EthernetSAPDiscovery Mode が [オン（On）] に設定されており、そして xConfiguration Audio 
Ethernet Encryption が [オプション（Optionl）] に設定されていることを確認します。

それでもストリームが表示されない場合は、周辺機器ベンダーのドキュメントを調べて、SAP を
使用してストリームを通知していること、そして使用されている IP アドレスが xConfiguration Audio 
Ethernet SAPDiscovery Address のものと一致していることを確認します。

周辺機器のストリームからの音声がない場合

まず、設定済みのイーサネットコネクタがミュートになっていないことを確認します。 ま
た、Cisco デバイスの音声ルーティングがカスタマイズされている場合、ストリームを受信する
イーサネットコネクタがルーティングされるべき場所にルーティングされていることを確認しま
す。 Cisco デバイスが音声パケットを受信しているかどうかは、xStatus Audio Input Connectors Ethernet 
<Connector index> PacketsReceived を使用して確認することもできます。

さらに、xStatus Audio Input Connectors Ethernet <Connector index> PacketsLost もあります。 これらの
カウンターは、コマンド  xCommand Audio LocalInput Ethernet PacketStatisticsReset でリセットするこ
とができます。

テクニカルペーパー 11

D15516.05 | © 2025 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved.



周辺機器が Cisco デバイスからのストリームをサブスクライブできない場合

周辺機器が SAP を使用して受信ストリームを検出する場合、xConfiguration Audio Ethernet SAPDiscovery 
Address 設定された IP アドレスのアナウンスをリッスンしていることを確認してください。 この場
合、SAP がネットワーク上のスイッチなどによりブロックされていないことを確認します。 これ
は Wireshark のようなツールで行うことができます。

ストリームが周辺機器によって検出されたものの、音声が含まれていなければ、対応するイーサネ
ットコネクタが Cisco デバイスでミュートになっていないことを確認します。 また、Cisco デバイ
スの音声ルーティングがカスタマイズされている場合、音声がストリームに関連付けられたイーサ
ネットコネクタにルーティングされていることを確認します。
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例 

免責事項: ここで説明されている周辺機器のセットアップ手順は、ガイダンスのみを目的としてお
り、変更される場合があります。 最新の正しい手順については、周辺機器ベンダーが提供するドキュ
メントを参照してください。

Shure MXA920

マイクのコントロール インターフェイスを電源のスイッチまたは PoE インジェクターの PoE 出力に
接続することで開始します。 Cisco デバイスのローカルネットワークにはまだ接続しないでくださ
い。 また、コンピュータをこのネットワークに接続してマイクにアクセスします。

Shure ウェブデバイス検出ツールを使用してデバイスを見つけ、ダブルクリックしてインターフェイ
スにアクセスします。

原則として、開始する前にマイクのファームウェアをアップグレードすることをお勧めします。 この
例で使用されるファームウェア バージョンは 1.5.22.0 です。
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マイクのインターフェイスで、右上にある歯車アイコンをクリックして、設定にアクセスします。 必
要に応じて名前を変更し、[Dante にプッシュ（Push to Dante）] をクリックします。 これにより、
後ほど Dante Controller でセットアップするストリームに名前が付けられます。

[ネットワーク（Network）] で、左側のサイドバーにある [IP 設定（IP address）] を見つけて、音声ネ
ットワークインターフェイスの静的 IP アドレスを設定します。 Cisco デバイスのローカルネットワー
ク上にも Shure コントロールインターフェイスが必要な場合、これにも静的 IP アドレスが必要です。

この時点で、MXA920 を Cisco デバイスのローカル ネットワークに接続することができます。
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Dante Controller を開いて、ルーティングテーブルからマイクを見つけます。

マイクの名前をダブルクリックして、設定にアクセスします。 まず [AES67 Config] タブで AES67 
を有効にします。
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マイクを再起動します。 再起動後、ボタンをクリックして新しいマルチキャストフローを作成します。

AES67 フローを作成し、含めるチャネルを選択します。 MXA920 の内蔵 DSP 機能を活用したいた
め、オートミックス アウトのみを含めます。

ここで、Tera Term または Putty などのターミナル ツールを使用して、Cisco デバイスのコマンド ラ
イン インターフェイス（SSH）にアクセスします。 (ヒント: お使いのコンピュータがデバイスのロ
ーカルネットワークに接続されている場合、IP アドレスは 169.254.1.1 になります。)
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暗号化されていない音声トラフィックを許可し、SAP 検出を有効にします。
$ xConfiguration Audio Ethernet Encryption: Optional
$ xConfiguration Audio Ethernet SAPDiscovery Mode: On

前のステップでセットアップされたストリームが Cisco デバイスによって検出されることを確認します。
$ xStatus Audio Input Ethernet DiscoveredStream
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Channels: 1
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 MediaIP: "239.69.105.96"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Name: "mxa920-demo-d : 16"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 OriginIP: "169.254.1.250"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Status: "Valid offer"

利用可能なイーサネット コネクタにストリームを登録します。
$ xCommand Audio LocalInput Ethernet Register StreamName: "mxa920-demo-d : 16"

これで、VU メーターで音声があることを確認し、ゲインを調整できます。

この場合、15 のゲインがこのマイクに適していることがわかりました。
$ xConfiguration 音声入力 イーサネット 1 チャンネル 1 ゲイン: 15

Codec Pro の場合:
$ xConfiguration 音声入力 イーサネット 1 チャンネル 1 レベル: 15

MXA920 独自のエコー処理を使用するため、Cisco デバイスでエコー キャンセリングをオフにします。
$ xConfiguration Audio Input Ethernet 1 EchoControl Mode: Off
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また、マイクのエコー キャンセリングの参照をセットアップする必要があります。 これには 1 つの
チャネルがあり、適切な名前とマルチキャスト アドレスを選択する必要があります。

$ xCommand Audio LocalOutput イーサネット レジスタ チャンネル: 1 MediaIp: 239.69.45.45 StreamName: "AEC_
REFERENCE"

このストリームは、 xStatus に一覧表示されます。
$ xStatus Audio Output Connectors Ethernet
*s Audio Output Connectors Ethernet 2 Channels: 1
*s 音声出力コネクタ イーサネット 2 MediaIp: "239.69.45.45"
*s 音声出力コネクタ イーサネット 2 名前: "AEC_REFERENCE"

Dante Controller に戻ると、このストリームはルーティングビューに表示されるはずです。 MXA920 
の「AEC リファレンス入力」入力チャンネルにルーティングします。

後はセットアップを確認するだけです。 Cisco デバイスのマイク メニューにある [マイクのテスト] 
を使用して、テスト通話を発信するか、またはローカルでマイクを聞くことをお勧めします。
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Sennheiser TeamConnect 2

マイクのコントロール インターフェイスをスイッチまたは PoE インジェクターの PoE 出力に接続す
ることで開始します。 また、コンピュータをこのネットワークに接続して、Sennheiser の Control 
Cockpit ソフトウェアのマイクにアクセスすることもできます。 Cisco デバイスのローカルネットワ
ークにはまだ接続しないでください。

原則として、開始する前にマイクのファームウェアをアップグレードすることをお勧めします。 この
例で使用するファームウェアバージョンは 1.8.4 です。

端末の名前をクリックして設定にアクセスし、次に [ネットワーク（Network）] タブに移動します。 
Dante インターフェースの静的 IP アドレスを設定します。ここでは 169.254.1.250 を選択しまし
た。 また、ゲートウェイを 169.254.1.1 に設定します。

これで Dante Ethernet インターフェイスが Cisco デバイスのローカルネットワークに接続できるよう
になりました。
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コントロール イーサネット インターフェースをデバイスのローカルネットワークにも接続する場合
は、接続する前に静的 IP アドレスが必要です。

お使いのコンピュータを Cisco デバイスのローカルネットワークに接続し、Dante Controller を開きます。

マイクが表示されるはずです。
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ルーティングビューでデバイスの名前をダブルクリックして開きます。 [AES67 構成（AES67 
Config）] タブに移動して AES67 モードを有効にします。

Sennheiser Control Cockpit でデバイスを再起動します。 デバイスが再起動したら、ボタンをクリッ
クして新しいマルチキャストフローを作成します。
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AES67 フローを作成し、 MainOut  チャネルを含めます。
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Dante は自動的にこのマイクの名前 TCC2-1cf312 を選択し、これからストリーム名を導きます。 よ
り説明的な名前が必要な場合は、デバイス構成タブで変更できます。

ここで、Tera Term または Putty などのターミナル ツールを使用して、Cisco デバイスのコマンド ラ
イン インターフェイス（SSH）にアクセスします。 (ヒント: お使いのコンピュータがデバイスのロ
ーカルネットワークに接続されている場合、IP アドレスは 169.254.1.1 になります。)

暗号化されていない音声トラフィックを許可し、SAP 検出を有効にします。
$ xConfiguration Audio Ethernet Encryption: Optional
$ xConfiguration Audio Ethernet SAPDiscovery Mode: On

前のステップでセットアップされたストリームが Cisco デバイスによって検出されることを確認します。
$ xStatus Audio Input Ethernet DiscoveredStream
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Channels: 1
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 MediaIP: "239.69.129.129"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Name: "tcc2-demo : 16"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 OriginIP: "169.254.1.250"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Status: "Valid offer"
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ストリームが実際に検出されたことがわかります。 このストリームを利用可能なイーサネット コネ
クタに登録する必要があります。

$ xCommand Audio LocalInput Ethernet Register StreamName: "tcc2-demo : 16"

[xStatus] を再度確認すると、検出されたストリームのステータスが変わったことがわかります。
$ xStatus Audio Input Ethernet DiscoveredStream
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Channels: 1
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 MediaIP: "239.69.129.129"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Name: "tcc2-demo : 16"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 OriginIP: "169.254.1.250"
*s Audio Input Ethernet DiscoveredStream 1 Status: "Active"

これで、VU メーターで音声があることを確認し、ゲインを調整できます。

この場合、15 のゲインがこのマイクに適していることがわかりました。
$ xConfiguration 音声入力 イーサネット 1 チャンネル 1 ゲイン: 15

Codec Pro の場合:
$ xConfiguration Audio Input Ethernet 1 Channel 1 Level: 15

このマイクは AEC リファレンスも受信できます 5。 これをセットアップするには、まず Cisco デバ
イスからの発信ストリームを登録します。 それを AEC_REFERENCE と名付け、メディアアドレスと
して 239.69.45.45 を選択しました。

$ xCommand Audio LocalOutput イーサネット レジスタ チャンネル: 1 ConnectorId: 2 MediaIp: 239.69.45.45 
StreamName: "AEC_REFERENCE"

5	 マイクはエコーキャンセリングを行いませんが、エコーソースをトラッキングしないように参照を取得することに注意し
てください。 そのため、Cisco デバイスではエコー キャンセリングをオフにしません。
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これはアクティブなストリームのリストに表示されます:
$ xStatus Audio Output Connectors Ethernet
*s Audio Output Connectors Ethernet 2 Channels: 1
*s Audio Output Connectors Ethernet 2 MediaIp: "239.69.45.45"
*s Audio Output Connectors Ethernet 2 Name: "AEC_REFERENCE"

また、マイクの「FarEndRef」にルーティングできる Dante Controller にも表示されます。

後はセットアップを確認するだけです。 Cisco デバイスのマイクメニューにある [マイクのテスト
（Test microphone）] を使用して、テスト通話を発信するか、またはマイクをローカルで試聴するこ
とをお勧めします。 
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